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ドリン投与中の切迫早産妊婦：アミラーゼ上昇時の注意点。栃木県産婦人科医

報 2015；42: 30-32

佐野 実穂、鈴木 寛正、薄井 里英、桑田 円、横山 瑞浩、堀江 健司、高橋 宏典、

馬場 洋介、大口 昭英、松原 茂樹。塩酸リトドリンの有害事象 心房細動(症例

報告)。栃木県母性衛生学会雑誌: とちぼ 2016; 42: 13-15

橘直之、鈴木達也、廣瀬典子、吉田智香子、昇千穂美、今井賢、内田真一郎、池田

伴衣、松原茂樹。内細胞塊グレード良好例は妊娠率が高く、栄養外胚葉グレード不良

例は流産率が高い：当院の凍結融解単一胚盤胞移植での検討。日本受精着床学会

雑誌 2016; 33:16-20
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横山美樹、廣瀬典子、鈴木寛正、高橋宏典、馬場洋介、薄井里英、大口昭英、

松原 茂樹。原因抗体不明の新生児同種免疫性血小板減少症 症例報告。栃木県

産婦人科医報 2016; 42: 53-55

発表

Taneichi A, Fujiwara H, Takei Y, Machida S, Takahashi S, Yoshiba T, Takahashi Y, 

Saga Y, Matsubara S. Hormonal therapies for extragenital endometriosis. 第 5 回アジ

ア子宮内膜症会議（5th Asian Conference on Endometriosis）。大阪。2016年 9月 22-24

日

Takahashi H, Ohkuchi A, Ishida Y, Takizawa T, Matsubara S. The differential 
expression of microRNA between human first trimester villous and extravillous 

trophoblast cells : PCR array-based approach. 第68回日本産科婦人科学会総会。東京

国際フォーラム。2016年4月22日（日産婦誌2016；68：464）

安部まさき、高橋寿々代、町田静生、杉山瑞穂、佐野実穂、新木美緒、種市明

代、竹井裕二、藤原寛行、松原茂樹。妊孕性温存術後、早期に再発した卵巣明

細胞腫瘍（症例報告）。第 84 回栃木県産科婦人科学会学術講演会。とちぎ健康

の森。2016 年 9 月 4 日

安倍まさき、高橋寿々代、町田静生、浅野歩未、今井賢、齋藤こよみ、大橋麻

衣、馬場洋介、竹井裕二、藤原寛行、松原茂樹。肺結節がHCG陰性化後も残存

した絨毛がん症例。第83回栃木県産科婦人科学会学術講演会。とちぎ健康の森。

2016年2月7日

新井良子、小林真実、薄井里英、馬場洋介、横山美樹、吉田智佳子、田村昴平、

橘 直之、鈴木寛正、桑田知之、松原茂樹。分娩子癇：妊婦検診正常血圧症例。

第 84 回栃木県産科婦人科学会学術講演会。とちぎ健康の森。2016 年 9 月 4 日

馬場洋介、松原茂樹、桑田知之、大口昭英、薄井里英、高橋宏典、鈴木寛正、

廣瀬典子、永山志穂、小古山学、猿山美幸、平嶋洋斗。子宮動脈仮性脈瘤 50 例

の検討：extravasation(-)例の特徴。第 86 回日本産科婦人科学会総会。東京国際フ
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ォーラム。2016 年 4 月 23 日（日産婦誌 2016；68：775）

馬場洋介、高橋宏典、高橋佳代、桑田知之、松原茂樹。経腟超音波で胎盤辺縁

までの最短距離が計測不能な前置胎盤は同種血輸血の独立危険因子。第 89 回日

本超音波医学会学術集会(Jpn J Med Ultrasonics 2016;43:S525)。京都市。2016 年 5

月 27 日。

馬場 洋介、山田 崇弘、小畠 真奈、安田 俊、大野 泰正、川端 公輔、皆川 詩織、

平井千裕、日下秀人、村林奈緒、印出佑介、奈倉道和、濱田洋実、板倉敦夫、

大口昭英、前田眞、佐川典正、中井章人、片岡宙門、藤森敬也、工藤美樹、

池田 智明、水上 尚典。随時尿中タンパク/クレアチニン比が推奨される妊婦と

は?1033 妊婦(2212 検体)の解析 多施設前向き観察研究。第 52 回日本周産期・

新生児医学会総会。富山市。2016 年 7 月 16 日（日本周産期・新生児医学会雑誌

2016; 52: 500）

藤原寛行、鈴木光明、森澤宏行、佐山雅昭、平尾 潔、木村孔三。細胞診/HPV

検査併用子宮がん検診（小山地区）（シンポジウム）。第 25 回日本婦人科がん検

診学会。東京。2016 年 11 月 6 日

近澤研郎、鮫島浩輝、牛嶋順子、堀内功、高木健次郎。産科手術分娩と会陰裂

傷の方向の検討。第 52 回日本周産期・新生児医学会総会。富山市。2016 年 7 月

16 日。日本周産期・新生児医学会雑誌 52(2)；767，2016.06

近澤研郎、明石慶子、鈴木由梨奈、堀田大輔、根津幸穂、今野良。進行子宮頸

癌に対する CCRT 後の子宮全摘術は非扁平上皮癌の予後を改善する。第 58 回日

本婦人科腫瘍学会学術講演会。米子市。2016 年 7 月 8-10 日（日本婦人科腫瘍学

会雑誌 34(3)432，2016.06）

近澤研郎、中村永信、明石慶子、鮫島浩輝、牛嶋順子、堀内功、今野良、高木

健次郎。修練医研修として鉗子分娩を新規導入した成績。第 68 回日本産科婦人

科学会総会。東京国際フォーラム。2016 年 4 月 22 日（日本産科婦人科学会雑誌

68(2)； 769，2016.02
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平嶋周子、大口昭英、高橋佳代、鈴木寛正、永山志穂、高橋宏典、馬場洋介、

薄井里英、松原茂樹。妊娠後期前半の血清 LIGHT を用いた妊娠高血圧腎症の発

症予防。第 86 回日本産科婦人科学会総会。東京国際フォーラム。2016 年 4 月 24

日（日産婦誌 2016；68：986）

平嶋洋斗、竹井裕二、永島友美、岩下あゆみ、町田静生、種市明代、佐藤尚人、

高橋寿々代、葭葉貴弘、高橋詳史、森澤宏行、嵯峨 泰、藤原寛行、松原茂樹。

高齢者の卵巣癌治療成績。第 58 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会。米子市。2016

年 7 月 8-10 日

堀江健司、高橋宏典、桑田知之、坂本有希、薄井里英、松原茂樹。母児間輸血

症候群と周郭胎盤の合併：症例報告。第 52 回日本周産期新生児学会（日本周産

期新生児学会雑誌 2016;52:743）。富山市。2016 年 7 月 18 日

堀田大輔、根津幸穂、満下淳地、竹森聖、明石慶子、鈴木由梨奈、近澤研郎、

今野良。術前に子宮腺筋症と鑑別が困難であった子宮体癌。日本エンドメトリ

オーシス学会会誌 37 巻 149-151，2016.07

今井賢、竹井裕二、町田静生、種市明代、佐藤尚人、高橋寿々代、葭葉貴弘、

高橋詳史、森澤宏行、嵯峨泰、藤原寛行、松原茂樹。子宮頸癌の根治的放射線

療法症例における治療前好中球数／リンパ球数比。第 86 回日本産科婦人科学会

総会。東京国際フォーラム。2016 年 4 月 23 日（日産婦誌 2016；68：702）

今井賢、鈴木寛正、湯沢真梨子、平嶋洋斗、大橋麻衣、新木美緒、薄井里英、

大口昭英、松原茂樹。帝王切開後の大量出血（症例報告）。第83回栃木県産科

婦人科学会。とちぎ健康の森。2016年2月7日

今吉真由美、桑田知之、坂本有希、若松修平、岡島毅、斎藤裕。経腟超音波で

の膀胱観察：膀胱子宮内膜症の一例。第 83 回栃木県産科婦人科学会。とちぎ健

康の森。2016 年 2 月 7 日

岩下あゆみ、竹井裕二、平嶋洋斗、永島友美、今井 賢、町田静生、種市明代、
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佐藤尚人、高橋寿々代、葭葉貴弘、高橋詳史、森澤宏行、嵯峨 泰、藤原寛行、

松原茂樹。好中球/リンパ球比は再発卵巣癌の予後因子となり得る。第 58 回日本

婦人科腫瘍学会学術講演会。米子市。2016 年 7 月 8-10 日

岩下あゆみ、竹井裕二、平嶋洋斗、永島友美、町田静生、種市明代、佐藤尚人、

高橋寿々代、葭葉貴弘、高橋詳史、森澤宏行、吉田智香子、嵯峨泰、藤原寛行、

松原茂樹。治療前血小板数は卵巣癌の予後因子となり得る（ミニシンポジウム）。

第 54 回日本癌治療学会 横浜 2016 年 10 月 20-22 日

小林真実、大口昭英、平嶋周子、高橋佳代、鈴木寛正、松原茂樹。妊娠高血

圧腎症妊婦における赤血球膜脂肪酸の ω9 一価不飽和酸重量比率と血清 PIGF

濃度。第 52 回日本周産期・新生児医学会総会。富山市。2016 年 7 月 16 日（日

本周産期・新生児医学会雑誌 2016; 52: 501）

小林真実、大口昭英、岩下あゆみ、薄井里英、金井信行、永松健、松原茂樹。

胎児発育不全を呈した多発胎盤梗塞（症例報告）。第 131 回関東連合産科婦人科

学会総会。都市センターホテル。2016 年 6 月 19 日

小林由香子、堀江健司、田中 均、渡辺 尚。Meigs 症候群を呈した卵巣繊維種．

第 84 回栃木県産科婦人科学会。宇都宮市とちぎ健康の森。2016 年 9 月 4 日

小柳貴裕、藤原寛行、碓井宏和、有賀治子、町田静生、種市明代、竹井裕二、

嵯峨泰、生水真紀夫、松原茂樹。分子遺伝子学的手法により同一胚細胞由来と

証明した卵巣非妊娠性絨毛癌・粘液癌共存の一例。第 86 回日本産科婦人科学会

総会。東京国際フォーラム。2016 年 4 月 23 日（日産婦誌 2016；68：642）

小柳貴裕、藤原寛行、碓井宏和、有賀治子、町田静生、種市明代、竹井裕二、

嵯峨 泰、生水真紀夫、松原茂樹。Short tandem repeat 解析により胚細胞由来と

証明した卵巣原発非妊娠性絨毛癌・粘液癌共存の一例。第 58 回日本婦人科腫瘍

学会学術講演会。米子市。2016 年 7 月 8-10 日

桑田知之、高橋宏典、市塚清健、名取道也、松原茂樹。経膣探触子の HPV 汚染
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－現状調査と HPV 汚染防御の試み－。第 86 回日本産科婦人科学会総会。東京国

際フォーラム。2016 年 4 月 23 日（日産婦誌 2016；68：666）

松原茂樹。術者 friendlyな前置癒着胎盤 cesarean hysterectomy。第 52 回日本周産

期新生児学会（日本周産期新生児学会雑誌 2016;52:481-2）。富山市。2016 年 7

月 17 日。

森澤宏行、竹井裕二、町田静生、高橋詳史、高橋寿々代、佐藤尚人、種市明代、

嵯峨泰、藤原寛行。細胞診 HPV 検査併用子宮頸がん検診における検診間隔の妥

当性について-小山地区モデル-。第 57 回日本臨床細胞診学会総会（春季大会）。

横浜。2016 年 5 月 28-29 日

森澤宏行、大口昭英、高橋宏典、小古山学、猿山美幸、平嶋周子、鈴木寛正、

馬場 洋介、薄井 里英、松原 茂樹。糖尿病性慢性腎不全透析妊婦における血清

sFlt-1、PIGF 及び sEng 変化。第 52 回日本周産期・新生児医学会総会。富山市。

2016 年 7 月 16 日。（日本周産期・新生児医学会雑誌 2016; 52: 503)

永山志穂、大口昭英、高橋佳代、鈴木寛正、平嶋周子、松原茂樹。妊娠高血圧

腎症ハイリスク妊婦における妊娠中の末梢血中の CD4+FoxP3+制御性 T 細胞の

変化。第 86 回日本産科婦人科学会総会。東京国際フォーラム。2016 年 4 月 24

日（日産婦誌 2016；68：788）

成見莉紗、種市明代、嵯峨泰、杉山瑞穂、横山美樹、大舘花子、町田静生、竹

井裕二、若月優、藤原寛行、松原茂樹。放射線治療で長期無病期間を得た再発

卵巣癌の 1 例。第 132 回関東連合産科婦人科学会。東京。2016 年 10 月 15-16 日

根津幸穂、満下淳地、堀田大輔、竹森聖、明石慶子、鈴木由梨奈、近澤研郎、

今野良。子宮体癌 IA 期に対する腹腔鏡下手術の成績。第 68 回日本産科婦人科

学会総会。東京国際フォーラム。2016 年 4 月 22 日（日本産科婦人科学会雑誌

68(2)896，2016.02）

小古山学、小林由香子、高橋宏典、馬場洋介、桑田知之、薄井里英、大口昭英、
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松原茂樹。妊娠中発症の多発性筋炎・切迫早産例。第 86 回日本産科婦人科学会

総会。東京国際フォーラム。2016 年 4 月 24 日（日産婦誌 2016；68：943）

大橋麻衣、鈴木達也、安部まさき、昇 千穂美、石田洋一、橘 直之、池田伴衣、松原

茂樹。ホルモン補充周期－凍結融解胚移植における胚移植日血中プロゲステロン値

10ng/mlを指標とする黄体補充療法変更の臨床的意義。第 34回日本受精着床学会、

軽井沢町。2016 年 9 月 15-16 日

大橋麻衣、藤原寛行、種市明代、高橋詳史、森澤宏行、吉田智香子、高橋寿々

代、佐藤尚人、町田静生、竹井裕二、嵯峨泰、松原茂樹。卵巣がん早期発見の

ために－受診契機の後方視的検討から。第 86 回日本産科婦人科学会総会。東京

国際フォーラム。2016 年 4 月 23 日（日産婦誌 2016；68：657）

大口昭英、高橋佳代、猿山美幸、平嶋周子、鈴木寛正、永山志穂、高橋宏典、

馬場洋介、薄井里英、松原茂樹。白衣高血圧症及び真性高血圧における妊娠高

血圧腎症発生率。第 86 回日本産科婦人科学会総会。東京国際フォーラム。2016

年 4 月 24 日（日産婦誌 2016；68：986）

杉浦敦、井谷義男、荒川敦志、伊東史学、井上佳代、小貫麻美子、庄司忠宏、

竹井裕二、竹原和宏、田畑務、長野浩明、中村俊昭、棟方哲、山田隆司、古川

直人、喜多恒和、伊藤公彦。卵巣成熟奇形腫の悪性転化に対する治療法・予後

についての後方視的研究（KCOG-G1305s study）（ワークショップ）。第 58 回日

本婦人科腫瘍学会。米子。2016 年 7 月 8-10 日

杉山瑞穂、永山志穂、薄井里英、鈴木寛正、馬場洋介、淺野歩未、高橋宏典、

桑田知之、大口昭英、松原茂樹。サイナソイダルパターンが出現した胎児先天

性心疾患：症例報告。第 41 回栃木母性衛生学会総会。獨協医科大。2016 年 6 月

26 日

鈴木寛正，大口昭英，松原茂樹。肥満、妊娠中の体重増加と妊娠高血圧症候群

の発症。第 40 回日本産婦人科栄養・代謝研究会学術学会 ワークショップ。北

海道大学。9 月 1-2 日
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鈴木達也、大橋麻衣、安部まさき、昇 千穂美、石田洋一、橘 直之、池田伴衣、松原

茂樹。ホルモン補充周期－凍結融解胚移植における胚移植日血中プロゲステロン値

測定の臨床的有用性は低い。第 61回日本生殖医学会。横浜市。2016年 11 月 3-4日

鈴木由梨奈、満下淳地、明石慶子、竹森聖、堀田大輔、近澤研郎、根津幸穂、

今野良。卵巣悪性胚細胞腫瘍 10 例の臨床病理学的検討。第 68 回日本産科婦人科

学会総会。東京国際フォーラム。2016年 4月 22日（日本産科婦人科学会雑誌 68(2) ，

2016.02）

橘 直之、鈴木達也、安部まさき、戸代原加奈、昇 千穂美、石田洋一、池田伴衣、松

原茂樹。Gardner 分類による形態学的評価が妊娠率および流産率に及ぼす影響。第

1 回とちぎ生殖医療研究会。宇都宮市。2016 年 2 月 18 日

高橋宏典、瀧澤俊広、松原茂樹。シンポジウム「トロホブラストリサーチ Current 

topics and future research」 絨毛外栄養細胞の浸潤機構： CD44 と胎盤特異的

microRNA。第 24 回日本胎盤学会。和歌山市。2016 年 11 月 25 日（同抄録集 62）

高橋宏典、桑田知之、馬場洋介、高橋佳代、松原茂樹。子宮底部血腫：帝王切

開瘢痕部妊娠の補助診断所見。第 89 回日本超音波医学会学術集会(Jpn J Med 

Ultrasonics 2016;43:S719)。京都市。2016 年 5 月 29 日。

高橋宏典、堀江健司、小古山学、鈴木寛正、馬場洋介、桑田知之、薄井里英、

大口昭英、松原茂樹。癒着胎盤に伴う子宮全摘において出血量に関与する因子

の検討。第 52 回日本周産期新生児学会（日本周産期新生児学会雑誌 2016;52:664）。

富山市。2016 年 7 月 16 日

高橋詳史、竹井裕二、町田静生、種市明代、佐藤尚人、高橋寿々代、葭葉貴弘、

森澤宏行、岩下あゆみ、嵯峨泰、藤原寛行、松原茂樹。プラチナ抵抗性再発卵

巣癌に対するリポソーム化ドキソルビシン単剤療法の有効性と安全性～ゲムシ

タビン単剤療法との比較～。第 86 回日本産科婦人科学会総会。東京国際フォー

ラム。2016 年 4 月 23 日（日産婦誌 2016；68：661）
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瀧澤俊広、高橋宏典、桑田知之、大口昭英、松原茂樹。絨毛外栄養膜細胞に発

現している長鎖 non-codingRNAの次世代シーケンス解析。第 86 回日本産科婦人

科学会総会。東京国際フォーラム。2016 年 4 月 23 日（日産婦誌 2016；68：709）

竹井裕二、町田静生、種市明代、佐藤尚人、高橋寿々代、葭葉貴弘、高橋詳史、

森澤宏行、吉田智香子、嵯峨泰、藤原寛行、松原茂樹。子宮体癌黄体ホルモン

療法後生児を得た患者に対する予防的子宮全摘術の現状。第 86 回日本産科婦人

科学会総会。東京国際フォーラム。2016 年 4 月 23 日（日産婦誌 2016；68：637）

内田真一郎、鈴木寛正、永山志穂、馬場洋介、桑田知之、薄井里英、大口昭英、

小川修一、荒木重雄、松原茂樹。開腹子宮頸管縫縮術後の妊娠分娩経過（３症

例）。第 10 回日本早産予防研究会学術学会。自治医科大学。2016 年 11 月 26 日

渡辺 尚。特別講演:帝王切開後の静脈血栓塞栓症予防対策。第 115 回北九州西

部地区周産期医療研究会特別講演会。北九州市。2016 年 11 月 2 日

渡辺 尚。10 代の妊娠中絶の現況と性教育、思春期医学。第 56 回栃木県総合医

学会 栃木県母体保護法指定医師研修会。宇都宮市とちぎ健康の森。2016 年 11

月 20 日

横山美樹、種市明代、佐野実穂、小林由香子、葭葉貴弘、佐藤尚人、高橋寿々

代、町田静生、竹井裕二、藤原寛行、松原茂樹。DIC(Disseminated Intravascular 

Coagulation)を引き起こした子宮筋腫～症例報告～。第 131 回関東連合産科婦人

科学会総会。都市センターホテル。2016 年 6 月 18 日

葭葉貴弘、嵯峨泰、佐藤尚人、高橋詳史、小柳貴裕、高橋寿々代、森澤宏行、

町田静生、種市明代、竹井裕二、藤原寛行、松原茂樹。HPV の E6 遺伝子を標的

として新しいゲノム編集技術 CRISPR/Cas9 搭載アデノ随伴ウイルスベクターに

よる子宮頸がん治療に関する基礎研究。第 86 回日本産科婦人科学会総会。東京

国際フォーラム。2016 年 4 月 24 日（日産婦誌 2016；68：612）

葭葉貴弘、嵯峨 泰、佐藤尚人、高橋詳史、小柳貴裕、高橋寿々代、森澤宏行、
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町田静生、種市明代、竹井裕二、藤原寛行、松原茂樹。HPV の E6 を標的とした

CRISPR/Cas9 搭載アデノ随伴ウイルスベクターの子宮頸がん細胞への効果。第

58 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会。米子市。2016 年 7 月 8-10 日

葭葉貴弘、嵯峨 泰、佐藤尚人、高橋詳史、小柳貴裕、高橋寿々代、森澤宏行、

種市明代、町田静生、竹井裕二、内堀亮介、瀬原吉英、卜部匡司、水上浩明、

藤原寛行、松原茂樹。新たな子宮頸癌分子標的治療の開発を目指して～E6 遺伝

子を標的とした CRISPR/Cas9 搭載アデノ随伴ウイルスベクターの子宮頸癌に対

する効果に関する基礎研究。第 15 回自治医科大学シンポジウム。下野。2016 年

9 月 15 日

吉田智香子、藤原寛行、佐藤豊実、櫻井学、藪野彰、黒崎亮、峯岸敬、山下宗

一、古谷健一、青山真、藤原恵一、鈴木光明。子宮体部類内膜腺癌リンパ節郭

清の省略可能条件（GOTIC009）－新規クライテリアの考案と検証―。第 58 回

日本婦人科腫瘍学会。米子。2016 年 7 月 8-10 日

著書・総説

馬場洋介、松原茂樹。重症妊娠悪阻。周産期医学必修知識 8版 2016;46:204-207.

近澤研郎、牛嶋順子、高木健次郎。【胎児発育不全(FGR)の管理 Up To Date】 原

因別にみた管理の実際 母体要因 妊娠高血圧症候群における FGR の管理(解説/

特集)。臨床婦人科産科 70(10)；920-925，2016.10

桑田知之。微弱陣痛・過強陣痛。特集 聞きたいことはこれ！一問一答で疑問

を解決 胎児・母体・新生児の急変時対応 Q&A70。ペリネイタルケア 2016; 35: 

52-60

桑田知之。非配偶者間 ART による妊娠・分娩。「不妊・不育診療指針」（編著）

柴原浩章 中外医学社 東京 pp- 2016.
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桑田知之。【周産期医学必修知識 ８版】胎動数カウントによる胎児アセスメン

ト。周産期医学 2016: 46 増刊号:

桑田知之。弛緩出血。「臨床助産テキスト第２巻」（編著）竹田省他 メディカ出

版 大阪 pp- 2016.

桑田知之。経腟分娩後の腟壁血腫。「臨床助産テキスト第３巻」（編著）竹田省

他 メディカ出版 大阪 pp- 2016.

松原茂樹。総合周産期母子医療センターの立場から参加した産科ガイドライン

と産科医療補償制度審査委員会：審査の実態とお願い。関東ブロック産婦人科

医会会報 2016:34:9-11

松原茂樹。Uterine compression suture。臨床婦人科産科 2016;70:260-268

松原茂樹、谷野均。帝王切開時大出血への対応。周産期医学 2016;46:323-328

大口 昭英。【周産期領域の新しい検査法】 母体・胎児編 妊娠高血圧腎症

sFlt-1/PlGF比による予知、予後予測。周産期医学 2016;46:745-746

大口昭英。【周産期とバイオマーカー－病態と最新の治療を知ろう】妊娠高血

圧症候群の予知マーカー。周産期医学 2016; 46: 1341-1344

大口昭英。【周産期医学必修知識 ８版】妊娠中の飲酒。周産期医学 2016: 46 増

刊号: 0022-0023

大口昭英。【周産期医学必修知識 ８版】双胎の分娩様式・経腟分娩上の注意。

周産期医学 2016: 46 増刊号: 0387-0388

大口昭英。【周産期医学必修知識 ８版】妊娠中の嗜好品。周産期医学 2016: 46

増刊号: 1142-1143
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大口昭英。【周産期医学必修知識 ８版】妊娠・周産期に関する用語。周産期医

学 2016: 46 増刊号: 1260-1262

鈴木達也。腹腔鏡検査（経腟法）。「不妊・不育診療指針」（編著）柴原浩章 中外医学

社 東京 pp153-158 2016.

鈴木達也。腹腔鏡検査（経腟法）による合併症。「不妊・不育診療指針」（編著）

柴原浩章 中外医学社 東京 pp380-381 2016.

鈴木達也。精子機能検査。「不妊・不育診療指針」（編著）柴原浩章 中外医学社 東

京 pp482-487 2016.

橘 直之。子宮頸管の検査。「不妊・不育診療指針」（編著）柴原浩章 中外医学社 東

京 pp116-120 2016

高橋宏典、松原茂樹。異所性妊娠（帝王切開瘢痕部妊娠を含む）。周産期診療ワ

ークブック 日本周産期新生児医学会編 Medical View 社 東京 2016 pp 2-5

高橋宏典、松原茂樹。帝王切開。周産期医学必修知識 8版 2016;46:380-382

高橋宏典【知っておくべき周産期の臨床検査テストに答えて知識を深めよう!】

感染症。ペリネイタルケア。2016;35:43-49

高橋宏典、松原茂樹。妊娠中、授乳中の薬の使い方。周産期医学必修知識 8版
2016;46:1132-1135

渡辺 尚。合併症妊娠における情報提供、ITP。周産期医学 2016;46：1215-1218

講演・その他

藤原寛行。子宮頸がんの基礎知識。第 62 回地域がん診療連携セミナー。佐野 。
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2016 年 1 月 29 日

藤原寛行。2015 GCIG in Tokyo。第 22 回 GOTIC 教育セミナー。東京。2016 年 1

月 30 日

藤原寛行。卵巣癌と子宮体癌－早期発見を中心に－。栃木県保健衛生事業団技

術研修会。宇都宮。2016 年 3 月 4 日

藤原寛行。栃木県小山地区細胞診/HPV 検査併用子宮頸がん検診データ報告。平

成 27 年度住民健診担当者意見交換会。宇都宮。2016 年 3 月 25 日

藤原寛行。子宮頸がん撲滅へ向けて。栃木県立がんセンターグランドカンファ

レンス。宇都宮。2016 年 5 月 26 日

藤原寛行。ASCO, GCIG 報告。第 23 回 GOTIC 教育セミナー。東京。2016 年 6

月 18 日

藤原寛行。婦人科癌における薬物療法の最新の話題。中外製薬社内研修会。宇

都宮。2016 年 7 月 15 日

藤原寛行。子宮頸がんの診断と治療。平成 28 年度自治医科大学公開講座。下野。

2016 年 7 月 23 日

藤原寛行。子宮頸がんの基礎知識。平成 28 年度栃木県細胞検査士会細胞診講習

会。壬生。2016 年 7 月 30 日

藤原寛行。子宮頸がんの基礎知識－診断と治療の現状。第 141 回山口県医師会

生涯研修セミナー。山口。2016 年 9 月 11 日

藤原寛行。婦人科におけるホルモン療法。芳賀郡市薬剤師会。真岡。2016 年 10

月 14 日
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桑田知之。〔特別講演〕「胎児付属物の超音波診断」と「超音波の医療安全」。第

48 回埼玉県産婦人科医会超音波研究会 埼玉 2016 年 1 月 23 日

桑田知之。〔特別講演〕知っておきたい産婦人科の知識。宇都宮クリニカルカン

ファレンス 宇都宮 2016 年 5 月 19 日

桑田知之。〔特別講演〕婦人科疾患管理の上で知っておきたい超音波検査。第 11

回婦人科 ME 研究会 東京 2016 年 6 月 9 日

桑田知之。〔特別講演〕産科疾患と IVR。第 14 回愛知子宮動脈塞栓療法研究会

愛知 2016 年 8 月 26 日

桑田知之。〔教育講演〕すぐ役に立つ産科救急の知識と技術 第 10 回小山・芳

賀地域分科会救急研修会 真岡市 2016 年 11 月 12 日

桑田知之。〔教育講演〕すぐ役に立つ産科救急の知識と技術 第 11 回小山・芳賀

地域分科会救急研修会 真岡市 2016 年 11 月 13 日

町田静生。再発癌：積極的治療の中止時期について。婦人科腫瘍セミナー。下

野。 2016 年 4 月 14 日

松原茂樹。Introductory remarks: Bakri balloon 2 題。2016 年宇都宮産婦人科医会お

よび群市部合同研修会。宇都宮 栃木県総合文化センター。2016 年 5 月 13 日

松原茂樹。明快な論文を短時間で書く。第 57回日本卵子学会。新潟市朱鷺メッ

セ。2016 年 5 月 14 日

松原茂樹。Introductory remarks.ワークショップ「前置胎盤での帝王切開の対応と

工夫」。 第 52 回日本周産期新生児学会。富山市。2016 年 7 月 17 日

松原茂樹。特別講演：産科大出血(前置胎盤帝切)新規対抗策：私が考案した “出

血死は絶対回避する”手技 3 つ。第 308 回青森県臨床産婦人科医会。八戸グラン
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ドホテル。2016 年 9 月 24 日。

松原茂樹。論文作成 ABC:明快な論文を短時間で書くコツ –原著と症例報告、

どこが同じでどこが違う？- 小児科セミナー。自治医大。2016 年 12 月 1 日。

大口昭英。実臨床に即した妊娠高血圧症候群への対応。栃木県産婦人科医会那

須郡市部会。乃木温泉ホテル。2016 年 9 月 23 日。

高橋詳史。子宮頸がんの現状と今後の展望について。T-CARE (Tochigi-standard 

cancer treatment study meeting)。下野。2016 年 5 月 25 日

竹井裕二。婦人科領域でのセプラフィルム使用について。科研製薬株式会社外

部講師勉強会。宇都宮。2016 年 7 月 15 日

種市明代。子宮腺筋症の治療～子宮腺筋症核出術～。栃木 IUS セミナー。下野。

2016 年 2 月 17 日

種市明代。社会人講演会「その道のプロに学ぶ」。群馬。2016 年 6 月 16 日

種市明代。子宮内膜症の治療～適応と禁忌から治療を考える～。子宮内膜症ス

モールミーティング。宇都宮。2016 年 8 月 5 日

渡辺 尚。性教育講演、大切にしよう自分の心とからだ―今、自分が知ってお

くべきこと―。栃木県立烏山高等学校。那須烏山市。2016 年 6 月 8 日．

渡辺 尚。プライマリケア勉強会、10 代の妊娠中絶の現況と性教育。芳賀赤十

字病院。2016 年 10 月 5 日

渡辺 尚。南那須学校保健会講演会、思春期の性に関する問題とその指導につ

いて。那須烏山市 南那須公民館。2016 年 11 月 11 日


